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狛
江
市
に
お
い
て
２
番
目

と
な
る
、
体
験
農
園
（
多
摩

川
の
里
）
の
開
園
式
が
平
成

25
年
９
月
１
日
（
日
）
に
開

催
さ
れ
、
16
軒
の
体
験
家
族

の
他
、
狛
江
市
長
及
び
狛
江

市
農
業
委
員
、
マ
イ
ン
ズ
農

協
職
員
、
狛
江
市
職
員
が
出

席
い
た
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
園
主
で
あ
り
ま

す
、
松
坂
進
さ
ん
よ
り
挨
拶

が
あ
り
、
体
験
農
園
を
通
じ

て
農
作
業
の
楽
し
み
及
び
狛

江
産
の
農
作
物
の
美
味
し
さ

を
充
分
堪
能
し
て
く
だ
さ
い

と
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
高
橋
狛
江
市
長

よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
体
験
農
園
は
、
市
民
農

園
と
は
違
っ
て
、
直
接
農
家

さ
ん
よ
り
作
物
の
作
付
方
法

に
つ
い
て
指
導
を
う
け
て
、

作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、
美

味
し
い
野
菜
が
た
く
さ

ん
生
産
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
是
非
、
立
派
な
野
菜

を
た
く
さ
ん
生
産
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
い
っ

し
ょ
に
体
験
を
さ
れ
る

方
々
が
、
農
作
業
を
通
し

て
、
益
々
友
好
を
深
め
て

い
か
れ
る
こ
と
を
祈
念
い

た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
園
主
、
狛
江

市
長
、
体
験
者
代
表
の
３

名
に
て
鍬
入
れ
を
行
っ
て

終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
マ
イ
ン
ズ
狛
江
地
区

青
壮
年
部
で
は
平
成
25
年
７

月
６
日
（
土
）
Ｊ
Ａ
マ
イ
ン

ズ
狛
江
支
店
を
会
場
に
恒
例

の「
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
ラ
リ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ラ
リ
ー
の
目
的
は
青

壮
年
部
の
部
員
達
が
日
頃
丹

誠
込
め
て
栽
培
し
た
農
産
物

を
市
民
の
皆
様
に
収
穫
体
験

し
て
い
た
だ
く
為
の
も
の
で

す
。

　

当
日
は
ご
家
族
・
友
達
連

れ
な
ど
約
一
〇
〇
名
の
方
々

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
６
班
に
分
か

れ
、
約
２
時
間
か
け
て
６
ヶ

所
の
園
場
を
収
穫
と
ク
イ

ズ
に
挑
戦
し
な
が
ら
楽
し
く

廻
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
猛
暑
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
農
産
物

を
手
で
触
れ
収
穫
作
業
を
行

い
充
分
に
満
足
し
て
い
た
だ

け
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
様
と
一

緒
に
な
り
な
が
ら
「
農
の
大

切
さ
」
を
知
っ
て
も
ら
う
事

業
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

体
験
農
園
（
多
摩
川
の
里
）
開
園
式
に
つ
い
て

ラ
リ
ー
開
催
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農
産
物
品
評
会

 

狛
江
産
農
産
物
直
売

　

い
ま
、
食
の
安
全
・
安
心

と
農
薬
使
用
量
減
少
を
図
る

こ
と
に
よ
る
、
環
境
負
荷
の

軽
減
が
注
目
を
さ
れ
て
い
る

状
況
の
中
で
、
市
で
は
Ｇ
Ａ

Ｐ
「
農
業
生
産
工
程
管
理
」

手
法
の
取
り
組
み
に
よ
っ

て
、
農
産
物
に
新
た
な
付
加

価
値
を
加
え
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
野
菜
と
し
て
生
産
を
し
て

い
く
た
め
に
研
究
会
を
発
足

さ
せ
ま
し
た
。
研
究
会
で
は

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
り
組
み
に
、
必

要
な
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
作

成
を
進
め
ま
し
た
。
出
来
る

か
ぎ
り
農
薬
に
頼
ら
ず
、
安

心
で
安
全
な
農
産
物
を
生
産

し
て
い
く
こ
と
を
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
て
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
使
っ
て
、
農
作
業
の
工

程
を
確
認
し
、「
う
っ
か
り

ミ
ス
」
な
く
、
安
全
に
作
業

を
行
う
と
い
う
チ
ェ
ッ
ク
を

実
施
し
、
結
果
を
見
直
し
、

次
の
作
付
に
反
省
点
を
生
か

し
て
い
く
こ
と
を
繰
り
返
し

て
、
野
菜
の
質
を
高
め
て
い

く
こ
と
は
、
農
産
物
の
信
頼

性
が
向
上
し
、
競
争
力
の
強

化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
収
益

面
に
お
い
て
も
効
率
的
な
農

業
の
実
施
に
結
び
つ
き
、
経

営
改
善
に
つ
な
が
る
こ
と
が

期
待
で
き
ま
す
。

　

Ｇ
Ａ
Ｐ
は
、
基
本
的
に
は

グ
ル
ー
プ
で
行
っ
て
い
く

た
め
、
収
穫
時
期
に
合
わ
せ

て
監
査
を
実
施
し
て
い
く
こ

と
で
、
生
産
者
同
士
の
情
報

交
換
の
場
が
増
え
、
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
も
よ
り
良
い
も
の

に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
つ
い

て
消
費
者
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
狛
江
産
野
菜
の

ブ
ラ
ン
ド
力
も
高
ま
り
、
農

業
へ
の
理
解
も
深
ま
る
と
考

え
ま
す
。

Ｇ
Ａ
Ｐ

Ｇ
Ａ
Ｐ

　

平
成
25
年
11
月
10
日（
日
）

狛
江
市
民
ま
つ
り
会
場
で

開
催
さ
れ
た
第
五
十
五
回

農
産
物
品
評
会
で
は
、
天
候

不
順
な
年
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
３
９
４
点
が
出
品
さ
れ

ま
し
た
。
高
品
質
な
野
菜
、

花
き
類
が
展
示
さ
れ
、
市
民

へ
の
地
元
農
産
物
の
認
知
に

貢
献
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
12
月
25
日
市
役

所
市
民
広
場
に
於
い
て
、
市

内
産
野
菜
等
の
販
売
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
師
走
の
寒
さ
に
も

め
げ
ず
に
行
列
が
で
き
て
大

盛
況
で
し
た
。
本
年
は
天
候

が
安
定
し
て
い
な
か
っ
た
為

に
品
数
が
少
な
め
で
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
売
れ
行

き
は
好
調
で
早
々
と
売
り
切

れ
ま
し
た
。

お得です 農 業 者 年 金
　たとえ、１ヶ月でも積立てた年金は将来受給できます。
詳しい内容は事務局まで

加入できる人は？
●国民年金第１号被保険者
●農業に年間６０日以上従事する者
●２０歳以上６０歳未満の者

全国農業新聞

経営と暮らしに役立つ

情報がいっぱいの農業専門誌

を講読しましょう。

■発行日／週１回（金曜日）
■購読料／月６００円
■申込み／ 各農業委員会又は農業委員会事務局

- 2-

第９号 ２０１4年（平成２６年）６月

- 3-



◆
さ
つ
ま
い
も
の
栄
養
価
◆

さ
つ
ま
い
も
（
生
）
１
０
０
ｇ
中　
エ
ネ
ル
ギ
ー

１
３
１
㎉　
食
物
繊
維
2.3
ｇ
、ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
29
㎎

ビ
タ
ミ
ン
B
１
・
E
、
カ
リ
ウ
ム
な
ど
も
豊
富
な

食
材
。
皮
の
近
く
に
は
ク
ロ
ロ
ゲ
ン
酸
と
呼
ば

れ
る
抗
酸
化

物
質
が
あ
る
。

切
っ
た
時

の
白
い
液
体

（
ヤ
ラ
ピ
ン
）

は
腸
の
ぜ
ん

動
運
動
を
促

進
し
、
便
を

や
わ
ら
か
く

す
る
効
果
が

あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。

♠
材
料　

５
人
分

　
　

さ
つ
ま
い
も
：
正
味
２
０
０
ｇ

　
　
　

 

１
㎝
厚
さ
の
輪
切
り
し
、

皮
を
む
き
、
水
に
さ
ら
す

　
　

た
ま
ね
ぎ　

：
½  
個
…
薄
切
り

　
　

固
形
ス
ー
プ
の
素
：
１
個

　
　

塩　
　
　
　

：
小
さ
じ
¼  

　
　

水　
　
　
　

：
２
カ
ッ
プ

　

牛
乳　
　
　
　

：
１
カ
ッ
プ

　

こ
し
ょ
う　
　

：
少
々

　

く
こ　
　
　
　

：
適
宜
…

　
　
　
　
少
量
の
ぬ
る
ま
湯
に
つ
け
て
戻
す

♠
作
り
方

① 

鍋
に
ａ
の
材
料
を
全
て
入
れ
、

や
わ
ら
か
く
な
る
ま
で
煮
る
。

②  

①
を
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
、
鍋
に

戻
し
て
牛
乳
を
入
れ
、
再
び
火

に
か
け
る
。

③ 

煮
立
つ
直
前
に
塩
（
分
量
外
）・

こ
し
ょ
う
で
味
を
整
え
、
器
に

盛
り
、
く
こ
を
飾
る
。

♠
1
人
分
栄
養
価

エ
ネ
ル
ギ
ー 

95
㎉
・
た
ん
ぱ
く
質
2.3
ｇ
・

塩
分
0.7
ｇ さ

つ
ま
い
も

　

ポ
タ
ー
ジ
ュ

a ⎧｜｜｜⎨｜｜｜｜⎩

活

動

備

忘

録

　

 

食
育
講
習
会
に
参
加
し
て

　

今
年
で
四
年
目
に
な
る
講

習
会
も
今
ま
で
親
子
対
象
と

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
参

加
者
は
大
人
の
み
の
二
〇
人

で
行
い
ま
し
た
。
最
初
に
狛

大
久
保
哲
夫
さ
ん

小
川　
芳
文
さ
ん

江
の
農
業
に
つ
い
て
の
話
か

ら
入
り

一
、
毎
年
畑
が
減
っ
て
い
く

　
　
（
相
続
の
関
係
等
）

二
、
作
物
を
作
る
苦
労
話

三
、 

農
薬
を
減
ら
す
為
の
工

夫

　

等
に
つ
い
て

質
問
を
交
え
な
が
ら
の
懇

談
、
話
が
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

新
鮮
な
野
菜
の
大
切
さ
、

農
家
の
熱
意
、
狛
江
産
の
野

菜
を
毎
日
食
し
た
い
等
の
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

又
、
今
後
も
参
加
し
た
い

と
の
意
見
を
聞
き
、
良
い
励

み
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
参
加
者
は
、
さ
す

が
主
婦
の
方
で
手
際
よ
く
料

理
も
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
12
月
、
農
地
法

の
改
正
に
よ
り
、
農
業
委
員

会
は
毎
年
1
回
、
農
地
の
利

用
状
況
調
査
を
行
わ
な
く

て
は
な
ら
な
い
（
農
地
法
第

30
条
）
こ
と
と
な
り
農
業
委

員
会
で
は
、
5
月
、
９
月
、
12

月
の
年
3
回
農
業
委
員
全
員

と
事
務
局
職
員
で
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

農
地
を
所
有
し
て
い
る
方

は
、
農
地
を
適
正
に
管
理
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
務
が

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
農

地
法
第
2
条
の
２
）

　

3
回
の
調
査
共
に
、
全
体

的
に
は
農
地
が
適
正
に
管
理

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
今
後

共
に
、
適
正
な
農
地
管
理
に

努
め
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

狛
江
の
野
菜
を
食
べ
よ
う

農
業
の
あ
る
地
域
づ
く
り
の

推
進
対
策
に
つ
い
て

　

市
民
が
農
業
へ
の
理
解
を
深

め
る
た
め
、
各
種
事
業
に
委
員

の
派
遣
及
び
協
働
し
て
地
域
農

業
の
推
進
を
図
り
ま
し
た
。

⑴　

農
業
委
員
の
派
遣
実
績

・
狛
江
市
緑
化
推
進
事
業
協

議
会
へ
の
役
員
の
派
遣

・
農
業
ま
つ
り
実
行
委
員
会

委
員
の
派
遣

・
狛
江
市
都
市
農
政
推
進
協

議
会
委
員
の
派
遣

・
狛
江
市
都
市
計
画
審
議
会

委
員
の
派
遣

・
食
育
講
習
会
へ
の
講
師
派
遣

・
認
定
農
業
者
認
定
交
付
式

の
派
遣

・
狛
江
市
農
業
経
営
改
善
計

画
認
定
検
討
委
員
会
委
員
の

派
遣

・
狛
江
市
農
業
経
営
改
善
計

画
相
談
支
援
チ
ー
ム
委
員
の

派
遣

⑵
地
域
農
業
の
確
立
対
策
に

つ
い
て

・ 

環
境
保
全
型
農
業
の
一
環

と
し
て
、
有
機
肥
料
の
利
用

促
進
に
協
力
し
ま
し
た
。

・
平
成
25
年
度
（
24
年
産
）

の
農
作
物
生
産
状
況
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

・
販
路
拡
大
な
ど
営
農
意
欲

の
向
上
対
策
と
し
て
、
Ｊ
Ａ

マ
イ
ン
ズ
農
協
、
狛
江
市
都

市
農
政
推
進
協
議
会
と
連
携

し
、
地
元
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
に

協
力
し
ま
し
た
。

・ 

市
民
と
の
交
流
を
図
り
、

狛
江
農
業
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
、
市
民
農
園
利

用
者
を
対
象
に
、
現
地
講
習

会
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
活
動
の
紹
介
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優
秀
農
業
経
営
者
表
彰

企
業
的
農
業
経
営
顕
彰

 

平
成
25
年
度
顕
彰

受
賞
者
紹
介

  
お
め
で
と
う

　
　

ご
ざ
い
ま
す

　

大
学
卒
業
後
20
年
間
は
特

定
郵
便
局
長
と
し
て
勤
務
し

て
い
た
が
、
平
成
16
年
に
農

業
に
従
事
し
た
。
元
来
は
、

露
地
野
菜
を
中
心
と
し
た
経

営
で
あ
っ
た
が
、
平
成
23
年

に
都
市
農
業
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

事
業
に
よ
り
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

二
棟
を
建
築
し
、
施
設
栽
培

全
国
農
業
会
議
所
会
長
賞

三
角　
武
久
さ
ん

農
業
委
員
会
が
推
薦
し
た

　

高
校
を
卒
業
後
、
農
業
大

学
校
に
進
学
し
て
２
年
間
農

業
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識

及
び
技
術
を
習
得
し
た
後
、

　

農
業
・
農
民
の
代
表
機

関
で
あ
る
農
業
委
員
会
委
員

と
し
て
、
永
年
に
わ
た
り
地

域
農
業
の
振
興
、
発
展
に
多

大
な
尽
力
を
つ
く
さ
れ
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
企
業
的
農
業
経

営
者
の
育
成
及
び
、
後
継
者

■
狛
江
市
農
業
功
労
者

　

表
彰

　

永
年
に
わ
た
り
農
業
の

先
導
者
と
し
て
地
域
農
業

に
貢
献
さ
れ
た
、
石
井
茂

さ
ん
、
松
坂
進
さ
ん
が
、

11
月
23
日
に
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

に
取
組
ん
で
い
る
。

　

環
境
に
配
慮
し
た
農
業
に

心
が
け
、
有
機
肥
料
を
積
極

的
に
活
用
し
、
多
品
目
の
野

菜
を
生
産
し
、
生
産
量
の
増

加
を
図
り
出
荷
率
を
高
め
る

た
め
、
研
修
会
な
ど
に
も
積

極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

　

温
厚
な
人
柄
は
地
域
住
民

の
人
望
も
厚
く
、
大
い
に
今

後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

松
本　
公
臣
さ
ん

農
業
功
労
者
表
彰

農
業
後
継
者
顕
彰

松
坂　
諭
さ
ん

東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞

北
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
連
合
会

大
久
保　
哲
夫
さ
ん

家
業
で
あ
る
農
業
に
従
事

し
た
。
多
種
の
野
菜
を
生
産

し
、
地
元
Ｊ
Ａ
の
シ
ョ
ッ
プ

と
４
ヶ
所
の
ス
ー
パ
ー
に
出

荷
及
び
地
元
の
小
学
校
給
食

に
も
出
荷
す
る
な
ど
、
将
来

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る

優
秀
な
農
業
後
継
者
で
あ
り

ま
す
。

の
育
成
に
も
力
を
注
ぎ
、
地

域
農
家
の
模
範
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
後
家

業
で
あ
る
農
業
に
就
業
。
父

の
下
で
補
助
作
業
を
行
っ
て

い
た
が
亡
父
後
は
、
近
隣
農

家
や
消
費
者
と
積
極
的
に
情

報
交
換
を
行
い
な
が
ら
消
費

者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
農

作
物
を
生
産
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
７
月
か

ら
現
在
ま
で
狛
江
市
農
業
委

員
と
し
て
地
域
農
業
の
振
興

及
び
発
展
に
積
極
的
に
取
組

ん
で
い
る
。
特
に
食
育
講
習

会
に
は
講
師
と
し
て
何
度
も

出
席
し
、
大
変
好
評
で
あ
り

ま
す
。
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今
回
で
第
９
号
に
な

り
ま
し
た
。
編
集
委
員

の
団
結
と
事
務
局
と
の

連
携
に
よ
り
発
行
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
都

市
農
業
を
と
り
ま
く
状

況
が
厳
し
い
中
で
今
後

も
色
々
な
情
報
を
提
供

し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

●

編
集
委
員

 

大
久
保
哲
夫

 

谷
田
部
英
雄　

石
黒　

實

 

飯
田　

清
孝　

高
木　

盛
美

編
集
後
記




